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神の救済計画は、人類だけでなく、被造物全体に及ぶものです。創
世記と黙示録は、神の救済の計画とその完成を啓示している重要な
個所です。しかし、創世記1章から11章は神話という誤解があり、
黙示録は解釈が多岐にわたるという理由で敬遠されがちです。とこ
ろが、創世記1章から11章は、神の創造、堕落、救済、新天新地
の回復という壮大な計画を理解する上で土台となる個所です。黙示
録は、神の御国の完成図を示している個所です。世の終わりに近い
今、真の信仰者として堅く立つために、黙示録の学びが備えられて
いることを感謝します。

ニュースレター 100号を記念して、シャローム！
黙示録2章には「御霊が諸教会に告げることを聞くように」と、あり
ます。オメガ・ジャパンは、主の御体である教会を愛し、教会に仕
えることを何よりも喜びとしてこられました。そして今、皆が学び
たいと願っている黙示録を、ニュースレターやその他の教材を通し、
教会の中で共に聞くことができるようにしてくださっています。ま
ずは、聞くことから。私たちの教会で、中高生も週1回黙示録セミ
ナー終末編のCDを聞いて学び始めました。コロナ禍にあっては、
主に真っすぐ耳を傾ける姿勢を教えられています。

 横田 聖子
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Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.2

オメガに与えられた使命と役割を覚えて
この度、皆様の祈りのご支援により、ニュースレター100号目を迎える
運びとなりました。心より感謝いたします。終わりの日の迫りを感じる
現代社会に生きる日本人へ、「聖書は預言書である」ことを、さらに多く

の方々へ伝え続けることができるよう覚えてお祈りください。新しく発行
する小冊子『聖書のことばはその通りになる』が用いられるように。また、
アメリカで執筆活動を続ける栄子・スティーブンス師の健康が守られ、
油注ぎが豊かにあるように。

「私の愛する方の声がする。ほら、あの方が来られる。山を跳び越え、丘の上を跳ねて。
私の愛する方は、かもしかや若い鹿のようです。ほら、あの方は私たちの壁の向こうでじっと立ち、窓から
うかがい、格子越しに見ています。私の愛する方は、私に語りかけて言われます。『わが愛する者、私の
美しいひとよ。さあ立って、出ておいで。』」雅歌2章8 ～10節

　この雅歌の箇所の賛美があります。「丘を越え、山をかけて、あの方が来られます！」　この賛美を栄子・
スティーブンス先生は、出会ったころからうれしそうに口ずさんでおられました。いつも笑顔いっぱいで
愛する主を待ち望む信仰、主の道を歩む喜びを伝え続けてくださっています。
　今月、オメガニュースレターは100号を迎えました。栄子・スティーブンス先生が、オメガ・ミニスト
リーズ（現オメガ・ジャパン）を創設された時に、「この働きは終着駅のような働きになる」と言っておられ
ました。そして2020年に入り、栄子先生自身も近年の世界情勢を見て、思った以上に聖書の預言の成就
が早いことを感じ、「ヨハネの黙示録」の学びを最優先事項に掲げられました。

　先月の99号から待望の「黙示録シリーズ」がスタートし、早くも読者の皆様から続々と期待の声が届いて
います。黙示録セミナーCDセットも教会での祈祷会や学び会のテキストとして使用したいというお問い
合わせが続いています。また、8月にはエゼキエル書38章と39章に書かれた未来の預言をひも解く内容の
小冊子を出版いたします。配信メールで事前予約のご案内をしましたところ、多くのご予約を頂きまして、
大変感謝しております。
　オメガ出版は、栄子・スティーブンス先生の創設時の想い、「日本の教会にお仕えする」ということを軸に
活動を行っています。聖書は「神様からのラブレター」であることを、さまざまなメディア教材を通して伝え
続けてまいりたいと思います。

　オメガ・ジャパン理事長の増山浩史牧師が、オメガ創設時から現在に至るまで常に励ましてくださって
いる言葉があります。「オメガは、ロバの子信仰だよ」「オメガは、水瓶を運ぶ僕たちだよ」（ルカ19:28 ～
38、ヨハ2:1 ～12）

「彼らが子ろばをほどいていると、持ち主たちが、『どうして、子ろばをほどくのか』と彼らに言った。弟子
たちは、『主がお入り用なのです』と言った」（ルカ19:33 ～34）
　時が迫っています。「主がお入り用なのです」と、日本の教会を主が招いておられるように感じます。
今月も皆様と心を合わせ、とりなしの祈りによって、日本全国の教会の福音伝道が前進しますように。
いかなる状況下においても、聖霊による導きを受け、主の救いと癒やしがすべての人々の上にありますよう、
心よりお祈り申し上げます。

ひろふみ

これからも主が再び来られる日まで
主と共に歩んでまいりましょう。

オメガ・ジャパン理事（左から）

理　　 事　三坂正治（関東栄光教会主任牧師）
理 事 長　増山浩史（21世紀キリスト教会主任牧師）
理　　 事　梅谷　悟（加古川バプテスト教会主任牧師）
理　　 事　松本圭二（泉南福音教会教会員）
理事/代表　横田聖子（金武バプテスト教会主任牧師）

世の終わりに近い今、
真の信仰者として堅く立つために
高橋 清師 佐久間 健師

主に真っすぐ
耳を傾ける姿勢を

西多賀聖書バプテスト教会　創造論宣教師
前)東北大学大学院農学研究科准教授、Ph.D
前)米国ミシガン大学細胞分子生物学、
国際稲研究所植物生理学部門の共同研究者

恵泉キリスト教会つくばグレースチャペル牧師
『シャロームイスラエルⅠ』「たけちゃん」として出演

感謝！！　オメガニュースレターVol. 100！

栄子・スティーブンス師を囲んで

祝100号。主がこの働きを愛し祝福されていることを覚えます。明らかに
預言の成就が迫って感じられる昨今、そこに私がデザイナーとして参与で
きていることを嬉しく思っています。世界の全ての宣教の働きも、最終的に
新天新地へと集約することを覚え、この働きの大きな意義を感じています。
さらなる祝福を祈ります。主よ来たりませ。　   　　（eclipse 北上郷一郎）

あっという間に100号記念となりました。皆様のお祈りに感謝いたします。
私は2013年9月号（Vol.17）から参加させていただいております。もう
丸7年ですが、ついこの間のように思えます。前号から黙示録シリーズが
始まり、また新たな気持ちで皆様と共にバリバリ学んでいきたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　（細井浩子）
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Column　オメガ・ジャパンの活動目的

①エペソの大劇場跡（トルコ）
②スミルナ（現イズミール）トルコ第3の都市
③ペルガモ（現ペルガモン）のトラヤヌス神殿遺跡（トルコ）
④テアテラ（現アクヒサル）教会の遺跡（トルコ）
⑤サルデスはかつての古代王国リィディアの中心（現在トルコのマニサ県サルト）
⑥フィラデルフィヤの聖ヨハネ教会の遺跡（トルコ・現アラシェヒル）
⑦ラオデキヤの教会跡（トルコ）
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

栄子・スティーブンス

ダビデの町（エルサレム）

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.2

イザヤ書11章1～2節

イザヤ書11章1～2節

イエス・キリストの黙示
天におられる七つの御霊から送られた黙示録

イエス・キリストの黙示。
これは、すぐに起こるはずの事をそのしもべたちに示すため、

神がキリストにお与えになったものである。
そしてキリストは、その御使いを遣わして、これをしもべヨハネにお告げになった。

ヨハネは、神のことばとイエス・キリストのあかし、
すなわち、彼の見たすべての事をあかしした。

ヨハネの黙示録1章1～2節

テアテラ

サルデス
フィラデルフィヤ

ラオデキヤエペソ

エーゲ海

スミルナ

ペルガモ

小アジア
（アナトリア半島）

① ②
④

⑦

⑤
③
⑥

©Ricardo Tulio Gandelman

す。朗読する者とそれを聞く者は、た
とえ意味が分からなくても、もっと知
りたいという思いが与えられ、黙示録
を理解するために聖書全巻を注意深く
調べていくことでしょう。
ここで「幸いである」と書かれている
箇所は、「マカリオス」というギリシャ
語で、「幸いな」「祝福に満ちた」といった
意味です。黙示録を朗読し、聞き、書
かれていることを心に留める人々には、
その「マカリオス」が約束されていると
いうのです。また、「心に留める」とは、
「見張っておく」「用心する」または「警戒
する」などの意味を含むことばです。一
人ひとり、黙示録に書かれている預言
を心に留めておかなければ、いざ、そ
れらの預言が起こり始めた時に全く気
が付きません。「時が近づいているか
らである」ということばは、この約2千
年の間には当てはまりませんでしたが、
近年では多くの知識が増され、黙示録
が成就する可能性が見え始めています。

すぐに起こるはずの事
（以下、新改訳第3版使用）

黙示録1章1節にある、「これは、す
ぐに起こるはずの事」というのは、黙
示録に書かれていることが起こり始め
ると、そのすべてのことが短い期間
に完了するという意味だと思われま
す。ダニエル書などにも、終末の出来
事の期間は「7年間」、別の言い方では、
「1260日が2回」「42カ月が2回」「3年
半が2回」などの期間が預言されていま
す。これは聖書暦で、その1年は360
日です。いったん、黙示録の最後の部
分が始まれば、すべてのことが7年以内
で終わります。「そのしもべたちに示す
ため、神がキリストにお与えになった
もの」（黙1:1）というのは、私たち信者
に知らせるために、父なる神様がイエ
ス様に預言をお与えになったというこ
とです。「そしてキリストは、その御使
いを遣わして、これをしもべヨハネに
お告げになった」（1:1）のです。　

黙示録1章2節、「ヨハネは、神のこ
とばとイエス・キリストのあかし、す
なわち、彼の見たすべての事をあかし
した」とあります。ここでヨハネに幻が
与えられています。
①イエス・キリストの栄光の御姿。
②キリストの教会について。
③天の御座と、ご再臨前に起こる「七つの
封印」「七つのラッパ」「七つの鉢」の
災難について。
④大バビロンの奥義と裁き。
⑤天から降りてくる「新しいエルサレム」
についてです。

これらは人間の証しではなく、「神の
ことばとイエス・キリストのあかし」で
あって、人間の考えではないことを伝
えています。黙示録1章3節には、「こ
の預言のことばを朗読する者と、それ
を聞いて、そこに書かれていることを
心に留める人々は幸いである。時が近
づいているからである」と書かれていま
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七つの教会
次に、黙示録1章4節では、「ヨハネ
から、アジヤにある七つの教会へ。今
いまし、昔いまし、後に来られる方か
ら、また、その御座の前におられる七
つの御霊から」と書かれています。
アジヤ（小アジヤ。現在はトルコのア
ナトリア半島）にある七つの教会へ、黙
示録の書物がヨハネから送られていま
す。この七つの教会は、ヨハネが黙示
録を書いた時代に、実際にアジヤに存
在した教会です。他にも多くの教会が
アジヤにありました。使徒の働き20章
に出てくるトロアス、コロサイ人への
手紙に出てくるコロサイ、また、ヒエ
ラポリス、アンテオケなどの教会があ
る中で、七つのみ選ばれています。そ
れら七つの教会は、エーゲ海沿岸のエ
ペソから始まり、時計回りに1周するよ
うに並んでいます。

どうして、この七つの教会が選ばれ
たのかは分かりません、恐らく際立っ
た特徴のある教会であったのでしょう。
そのような教会は今も存在すると思い
ます。「7」という数字は、聖書では完全
数を表わします。神学者により解釈は
異なりますが、完全数とすると、「すべ
ての時代のすべての教会」を指すとも考
えられます。

「今いまし、昔いまし、後に来られる
方から」（黙1:4）ということばは、人
間の理解を超えたことばだと思います。
出エジプト記3章14節で、「わたし
は、『わたしはある』という者である」
とおっしゃる主が、「今いまし、昔い
まし、後に来られる方」です。永遠か
ら永遠に存在され、初めがなく終わり
がないお方、「わたしはある」と言われ
るお方なのです。

七つの御霊を持つイエス様
時間の中に生きている人間には、「初
めがない」ということばは理解できない
ため、信仰で受け止めるしかありませ
ん。「その御座の前におられる七つの御
霊から」（黙1:4）と、天におられる七つ
の御霊から黙示録が送られています。
この七つの御霊について、イザヤ書
11章1節から2節にこう書かれていま
す。「エッサイの根株から新芽が生え、
その根から若枝が出て実を結ぶ。その
上に、主の霊がとどまる。それは知恵
と悟りの霊、はかりごとと能力の霊、
主を知る知識と主を恐れる霊である」
この「若枝」とはイエス・キリストの
ことで、ヘブライ語で「若枝」は「ネツェ
ル（Netser）」です。切り倒された根株か
ら若枝が出て、ダビデではなく彼の父
親エッサイの名が使われています。イ
エス様が若枝として到来されるのは、
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

栄子・スティーブンス

ダビデの町（エルサレム）
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イザヤ書11章1～2節

イザヤ書11章1～2節

イエス・キリストの黙示
天におられる七つの御霊から送られた黙示録

イエス・キリストの黙示。
これは、すぐに起こるはずの事をそのしもべたちに示すため、

神がキリストにお与えになったものである。
そしてキリストは、その御使いを遣わして、これをしもべヨハネにお告げになった。

ヨハネは、神のことばとイエス・キリストのあかし、
すなわち、彼の見たすべての事をあかしした。

ヨハネの黙示録1章1～2節
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ダビデ王朝がバビロンに切り倒された
後の出来事だということを語っていま
す。エッサイは王ではありませんから、
イエス様のお生まれになる時は王不在
の時代であることを預言しています。
イエス様には、「七つの霊」がとど
まっていました（イザ11:1~2）。それ
は「主の霊」「知恵の霊」「悟りの霊」「はか
りごとの霊」「能力の霊」「主を知る知識
の霊」「主を恐れる霊」です。イエス様は、
永遠から永遠に存在され、「後に来られ
る方」と言われる、ご再臨の主です。

イエス様は神の御子
黙示録1章5節と6節でこう書かれて
います。「また、忠実な証人、死者の中
から最初によみがえられた方、地上の
王たちの支配者であるイエス・キリス
トから、恵みと平安が、あなたがたに
あるように。イエス・キリストは私た
ちを愛して、その血によって私たちを
罪から解き放ち、また、私たちを王国
とし、ご自分の父である神のために祭
司としてくださった方である。キリス
トに栄光と力とが、とこしえにあるよ
うに。アーメン」

「忠実な証人、死者の中から最初に
よみがえられた方」であるイエス様は、
いったん、永遠から永遠に存在されて
いる立場から離れなければなりません
でした。どうして永遠から永遠に存在
される方が、神様の御子なのでしょう。
子というのは、どこかで生まれたこと
を示しています。イエス・キリストは、
闇の世界から人間を光の世界に連れ戻
すために、闇の世界に人としてお生ま
れになったのです。それゆえにイエス
様は神の御子なのです。

主と共に働く
「キリストの花嫁」
黙示録1章5節での、「死者の中から
最初によみがえられた方」とは、唯一、
死から復活されたイエス・キリストで
す。このお方こそ「地上の王たちの支
配者」です。永遠の王の王が、最高の祝
福を実現する王国を立てられるのです。
このイエス・キリストから、「恵みと平
安が、あなたがたにあるように」と、私
たち黙示録を読む者にあいさつが送ら
れています。このお方こそ、「私たちを
愛して、その血によって私たちを罪か

ら解き放」ってくださったお方です。

罪の赦しと平安の恵みだけではな
く、私たちを「王国であり、祭司」とし
てくださいました（黙1:6）。また、イエ
ス・キリストは、救い主、預言者、祭
司、王の王、そして裁判官でもあられ
ます。イエス様の初臨は預言者であり、
あがない主として来られました。現在
は祭司の役割をされ、人間と神様との
仲保者の役割をなさっています。そし
て今、私たちはイエス様のお働きに加
わって、聖霊様と共に、人々をイエス
様に近付けていく働きをしています。

後に、イエス様が再臨される時には
裁判官として来られ、諸国の民を裁か
れます。黙示録20章4節にこう書か
れています。「また私は、多くの座を見
た。彼らはその上にすわった。そして
さばきを行う権威が彼らに与えられた」。
キリストの花嫁である教会は、主と共
に裁きを行う権威が与えられています。
教会は異邦人のための祭司として、ま
た王となって、主と共に働くのです。

在主
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皆様からの寄付やご献金は、日本・アジア・イスラエル宣教に用いられます。

■ゆうちょ銀行　00900-7-313674
【他の金融機関からの振込】　
支店名：〇九九（ゼロキュウキュウ）　（当座）口座番号：0313674
■三菱UFJ銀行　玉造支店 （普通）口座番号：0125795

一般社団法人オメガ・ジャパン
〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

神の救済計画は、人類だけでなく、被造物全体に及ぶものです。創
世記と黙示録は、神の救済の計画とその完成を啓示している重要な
個所です。しかし、創世記1章から11章は神話という誤解があり、
黙示録は解釈が多岐にわたるという理由で敬遠されがちです。とこ
ろが、創世記1章から11章は、神の創造、堕落、救済、新天新地
の回復という壮大な計画を理解する上で土台となる個所です。黙示
録は、神の御国の完成図を示している個所です。世の終わりに近い
今、真の信仰者として堅く立つために、黙示録の学びが備えられて
いることを感謝します。

ニュースレター 100号を記念して、シャローム！
黙示録2章には「御霊が諸教会に告げることを聞くように」と、あり
ます。オメガ・ジャパンは、主の御体である教会を愛し、教会に仕
えることを何よりも喜びとしてこられました。そして今、皆が学び
たいと願っている黙示録を、ニュースレターやその他の教材を通し、
教会の中で共に聞くことができるようにしてくださっています。ま
ずは、聞くことから。私たちの教会で、中高生も週1回黙示録セミ
ナー終末編のCDを聞いて学び始めました。コロナ禍にあっては、
主に真っすぐ耳を傾ける姿勢を教えられています。
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Voice From Revelation
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オメガに与えられた使命と役割を覚えて
この度、皆様の祈りのご支援により、ニュースレター100号目を迎える
運びとなりました。心より感謝いたします。終わりの日の迫りを感じる
現代社会に生きる日本人へ、「聖書は預言書である」ことを、さらに多く

の方々へ伝え続けることができるよう覚えてお祈りください。新しく発行
する小冊子『聖書のことばはその通りになる』が用いられるように。また、
アメリカで執筆活動を続ける栄子・スティーブンス師の健康が守られ、
油注ぎが豊かにあるように。

「私の愛する方の声がする。ほら、あの方が来られる。山を跳び越え、丘の上を跳ねて。
私の愛する方は、かもしかや若い鹿のようです。ほら、あの方は私たちの壁の向こうでじっと立ち、窓から
うかがい、格子越しに見ています。私の愛する方は、私に語りかけて言われます。『わが愛する者、私の
美しいひとよ。さあ立って、出ておいで。』」雅歌2章8 ～10節

　この雅歌の箇所の賛美があります。「丘を越え、山をかけて、あの方が来られます！」　この賛美を栄子・
スティーブンス先生は、出会ったころからうれしそうに口ずさんでおられました。いつも笑顔いっぱいで
愛する主を待ち望む信仰、主の道を歩む喜びを伝え続けてくださっています。
　今月、オメガニュースレターは100号を迎えました。栄子・スティーブンス先生が、オメガ・ミニスト
リーズ（現オメガ・ジャパン）を創設された時に、「この働きは終着駅のような働きになる」と言っておられ
ました。そして2020年に入り、栄子先生自身も近年の世界情勢を見て、思った以上に聖書の預言の成就
が早いことを感じ、「ヨハネの黙示録」の学びを最優先事項に掲げられました。

　先月の99号から待望の「黙示録シリーズ」がスタートし、早くも読者の皆様から続々と期待の声が届いて
います。黙示録セミナーCDセットも教会での祈祷会や学び会のテキストとして使用したいというお問い
合わせが続いています。また、8月にはエゼキエル書38章と39章に書かれた未来の預言をひも解く内容の
小冊子を出版いたします。配信メールで事前予約のご案内をしましたところ、多くのご予約を頂きまして、
大変感謝しております。
　オメガ出版は、栄子・スティーブンス先生の創設時の想い、「日本の教会にお仕えする」ということを軸に
活動を行っています。聖書は「神様からのラブレター」であることを、さまざまなメディア教材を通して伝え
続けてまいりたいと思います。

　オメガ・ジャパン理事長の増山浩史牧師が、オメガ創設時から現在に至るまで常に励ましてくださって
いる言葉があります。「オメガは、ロバの子信仰だよ」「オメガは、水瓶を運ぶ僕たちだよ」（ルカ19:28 ～
38、ヨハ2:1 ～12）

「彼らが子ろばをほどいていると、持ち主たちが、『どうして、子ろばをほどくのか』と彼らに言った。弟子
たちは、『主がお入り用なのです』と言った」（ルカ19:33 ～34）
　時が迫っています。「主がお入り用なのです」と、日本の教会を主が招いておられるように感じます。
今月も皆様と心を合わせ、とりなしの祈りによって、日本全国の教会の福音伝道が前進しますように。
いかなる状況下においても、聖霊による導きを受け、主の救いと癒やしがすべての人々の上にありますよう、
心よりお祈り申し上げます。

ひろふみ

これからも主が再び来られる日まで
主と共に歩んでまいりましょう。

オメガ・ジャパン理事（左から）

理　　 事　三坂正治（関東栄光教会主任牧師）
理 事 長　増山浩史（21世紀キリスト教会主任牧師）
理　　 事　梅谷　悟（加古川バプテスト教会主任牧師）
理　　 事　松本圭二（泉南福音教会教会員）
理事/代表　横田聖子（金武バプテスト教会主任牧師）

世の終わりに近い今、
真の信仰者として堅く立つために
高橋 清師 佐久間 健師

主に真っすぐ
耳を傾ける姿勢を

西多賀聖書バプテスト教会　創造論宣教師
前)東北大学大学院農学研究科准教授、Ph.D
前)米国ミシガン大学細胞分子生物学、
国際稲研究所植物生理学部門の共同研究者

恵泉キリスト教会つくばグレースチャペル牧師
『シャロームイスラエルⅠ』「たけちゃん」として出演

感謝！！　オメガニュースレターVol. 100！

栄子・スティーブンス師を囲んで

祝100号。主がこの働きを愛し祝福されていることを覚えます。明らかに
預言の成就が迫って感じられる昨今、そこに私がデザイナーとして参与で
きていることを嬉しく思っています。世界の全ての宣教の働きも、最終的に
新天新地へと集約することを覚え、この働きの大きな意義を感じています。
さらなる祝福を祈ります。主よ来たりませ。　   　　（eclipse 北上郷一郎）

あっという間に100号記念となりました。皆様のお祈りに感謝いたします。
私は2013年9月号（Vol.17）から参加させていただいております。もう
丸7年ですが、ついこの間のように思えます。前号から黙示録シリーズが
始まり、また新たな気持ちで皆様と共にバリバリ学んでいきたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　（細井浩子）

100
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今月も皆様と心を合わせ、とりなしの祈りによって、日本全国の教会の福音伝道が前進しますように。
いかなる状況下においても、聖霊による導きを受け、主の救いと癒やしがすべての人々の上にありますよう、
心よりお祈り申し上げます。

ひろふみ

これからも主が再び来られる日まで
主と共に歩んでまいりましょう。

オメガ・ジャパン理事（左から）

理　　 事　三坂正治（関東栄光教会主任牧師）
理 事 長　増山浩史（21世紀キリスト教会主任牧師）
理　　 事　梅谷　悟（加古川バプテスト教会主任牧師）
理　　 事　松本圭二（泉南福音教会教会員）
理事/代表　横田聖子（金武バプテスト教会主任牧師）

世の終わりに近い今、
真の信仰者として堅く立つために
高橋 清師 佐久間 健師

主に真っすぐ
耳を傾ける姿勢を

西多賀聖書バプテスト教会　創造論宣教師
前)東北大学大学院農学研究科准教授、Ph.D
前)米国ミシガン大学細胞分子生物学、
国際稲研究所植物生理学部門の共同研究者

恵泉キリスト教会つくばグレースチャペル牧師
『シャロームイスラエルⅠ』「たけちゃん」として出演

感謝！！　オメガニュースレターVol. 100！

栄子・スティーブンス師を囲んで

祝100号。主がこの働きを愛し祝福されていることを覚えます。明らかに
預言の成就が迫って感じられる昨今、そこに私がデザイナーとして参与で
きていることを嬉しく思っています。世界の全ての宣教の働きも、最終的に
新天新地へと集約することを覚え、この働きの大きな意義を感じています。
さらなる祝福を祈ります。主よ来たりませ。　   　　（eclipse 北上郷一郎）

あっという間に100号記念となりました。皆様のお祈りに感謝いたします。
私は2013年9月号（Vol.17）から参加させていただいております。もう
丸7年ですが、ついこの間のように思えます。前号から黙示録シリーズが
始まり、また新たな気持ちで皆様と共にバリバリ学んでいきたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　（細井浩子）
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主が再び来られる約束のみことばへの
希望をもって

　オメガ・ジャパンの家族の皆々様へ
 
　アメリカ合衆国の中央にあります、カンザス州の首都トピカからごあいさつ申し上げます。
　今や新型コロナウイルスのパンデミックが最も活発に動いているアメリカから、日々、日本のリバイバルのために
祈る時、オメガファミリーの皆様が恋しくてなりません。
　イエス様が語られました。「民は民に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。またあちこちに、ききんが起り、
また地震があるであろう。しかし、すべてこれらは産みの苦しみの初めである」（マタ24：7～8口語訳）。イエス様が、
このみことばを語られてから、約2千年たちましたが、いよいよ20世紀から21世紀にかけて、世界情勢が激変して
います。

　現在、世界中で異常気象が発生し、地震が増えています。またパンデミックにより、世界中の社会的活動が麻痺
し始め、人々は恐怖に襲われています。サバクトビバッタも大発生し、国連食糧農業機関の発表では、東アフリカ
諸国で2500万人以上、イエメンでは1700万人もの人々が食糧危機に陥るおそれがあります。2年前まで2万5千人
ほどの人々が毎日餓死していましたが、今や一日に約20万人もの人々が餓死している状況です。このサバクトビ
バッタは、毎日150kmの距離を移動し、4千万～ 8千万匹の大群は、1日で約3万5千人分の食料を食い尽くします。
これらが世界の胃袋と呼ばれている中国に向かっています。パンデミックと食糧危機によって、世界恐慌をもたらす
恐怖が近付いています。

　これらすべてのことは、イエス様が語られた「産みの苦しみ」です。主が二度目に戻って来られる日が近付いている
のです。神の御国が生まれるのが近いからです。私たち主イエス・キリストを信じる者に、主がおっしゃっています。
「このようにあなたがたも、これらの事が起るのを見たなら、神の国が近いのだとさとりなさい」（ルカ21：31口語訳）
　世界中が恐怖に襲われている時、私たちは喜びに満たされ、伝道できます。なぜなら主が預言なさり、約束
なさっているからです。イエス様は、「最後まで耐え忍ぶ者は救われる」（マタ24：13口語訳）とおっしゃっています。

　オメガ・ジャパンの家族である皆々様に、天からの約束を喜びとして、ますます暗くなるトンネルの中を、皆で
手をつないで歩けば決して恐れることはありません。遠いアメリカから、聖霊によるとりなしの祈りをもって皆々様
と手をつないで、主が再び来られる約束のみことばへの希望をもって、共に歩んで行きましょう。

在主
栄子・スティーブンス

感動の連鎖が止まらない！！

アジア・プロジェクト

『ターニングポイント ～人生を変えた旅～』 

中国語版・韓国語版の小冊子『聖書の預言はどう実現しているのか』
1万冊無料配布プロジェクト完了報告

ご視聴方法

日本CGNTVドキュメンタリー番組

日本CGNTVサイト内
「人生を変えた旅」で検索

YouTube
「ターニングポイント」で検索

横溝文夫様
（ワードオブライフクリスチャンセンター横浜）

和泉大様
（21世紀キリスト教会）

よこみぞ ふみお いずみひろし

人生を変えた旅 ターニングポイント

　2014年発行の小冊子『聖書の預言はどう実現しているのか』は、日本でベストセラーとなり、2017年には中国語版と
韓国語版の翻訳出版もいたしました。イスラエルへの聖書的理解が深まり、イスラエルを祝福する祈りが日本からアジアに
広がることを願った無料配布プロジェクト。日本在住の中国と韓国の方々へ、クリスチャン団体や教会を通して中国語版5千冊と
韓国語版5千冊、合計1万冊の小冊子が手渡されました。
　新生宣教団様のご協力により、このたび2020年6月をもって無料配布プロジェクトが完了いたしましたこと、感謝を込め
てご報告させていただきます。これからさらに日本からアジア・イスラエル・世界への宣教のわざを進めてまいります。

　旧約聖書にはイエス様についての333もの預言があり、イエス様が歩まれた時代に109の預言が次 と々成就したことを
知る時、そこに聖書の未来預言の確かさを見ることができます。
　まさに神様のご計画を覚えます。「神の賜物と召命は、取り消されることがないからです」（ロマ11:29）。アブラハムとの
契約は変わることがない、アーメンです。
　今の時代を生きる我々一人ひとりが、そして教会が、繋がりをもってすべての国々の救いのために祈ること、その事の
大切さを伝えていくこと。「福音をすべての人へ！」この思いを新たにすることにより、リバイバルの種はまかれると思います。
　宣教の思いを強めていただいたことを感謝いたします。

新生宣教団 宣教部
とね けんさく聖書預言とリバイバル 刀祢 健作
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38
人
の
日
本
の
兄
弟
姉
妹
と
共
に

イ
ス
ラ
エ
ル
へ

私
は
日
本
を
愛
し
て
い
ま
す
。

私
の
意
志
で
は
な
く
、神
が
そ
の
心
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
2
の
時
、日
本
宣
教
師
の
証
し
を
聞
い
て
、日
本
の
た
め
に
祈
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、ニ
ュ
ー
ス
で
阪
神
淡
路
大
震
災（
1
9
9
5
）を
見
て
、

神
を
知
ら
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
く
た
ま
し
い
へ
の
切
な
い
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
、日
本
の
救
い
の
た
め
に
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
日
本
と
の
愛
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 韓

国
オ
ン
ヌ
リ
教
会
日
本
語
礼
拝
部
所
属

日
本
ツ
ラ
ノ
書
院
チ
ー
ム
長

日
本
チ
ー
ム
と
共
に

オ
メ
ガ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
旅
行
へ

　第
30
回
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
熊
本
集
会
を
終
え
て
、
ラ
ブ
・

ソ
ナ
タ
沖
縄
で
出
会
っ
た
横
田
聖
子
先
生（
オ
メ
ガ
・
ジ
ャ
パ

ン
代
表
）に
、
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
働
き
を
辞
任
し
て
日
本
の
ツ

ラ
ノ
書
院
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
と
報
告
す
る
と
、「
長

い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
」と
労
っ
て
く
だ
さ
り
、
2
月
に
開
催

さ
れ
た
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー「
イ
ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
」

の
聖
地
巡
礼
に
一
緒
に
行
く
こ
と
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
は
ぜ
ひ
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
祈
り

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
は
神
の
贈
り
物
の
よ
う
に

聞
こ
え
ま
し
た
。「
私
も
祈
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
で
電
話
を

切
り
ま
し
た
。
す
る
と
何
と
翌
日
に
、
1
席
空
い
て
い
る
と

連
絡
が
あ
り
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
す
ぐ
に
申
込
書
を
送
り

ま
し
た
。
本
当
に
驚
く
べ
き
神
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　2
千
年
前
、
イ
エ
ス
様
が
歩
か
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
私

の
一
番
の
祈
り
で
あ
る
日
本
の
チ
ー
ム
と
一
緒
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
神
の
サ
イ
ン
の
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
出
発
が
韓
国
の
た
め
、
先
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
到
着
し

て
日
本
チ
ー
ム
を
迎
え
る
た
め
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
ベ

ン
・
グ
リ
オ
ン
空
港
に
向
か
い
ま
し
た
。
長
旅
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
疲
れ
た
様
子
も
な
く
、
あ
ま
り
に
も
明
る
く
笑
っ
て

い
る
日
本
か
ら
来
た
38
人
の
兄
弟
姉
妹
に
出
会
い
、
神
の
家

族
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

　栄
子
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
先
生
は
、
少
女
の
よ
う
に
明
る

く
陽
気
な
声
で
あ
ち
こ
ち
説
明
し
た
後
、
聖
書
を
読
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
聖
書
の
物
語
が
ま
る
で
目
の
前
に
広
が
る

よ
う
で
し
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
で
の
初
日
、
2
0
1
3
年
ラ

ブ
・
ソ
ナ
タ
京
都
が
開
か
れ
た
琵
琶
湖
を
思
い
浮
か
べ
ま
し

た
。
穏
や
か
な
湖
畔
、
美
し
い
夕
焼
け
、
空
を
飛
ぶ
鳥
、
イ

エ
ス
様
が
見
た
風
景
を
私
が
見
て
い
る
な
ん
て…

…

。
翌
朝

早
く
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
へ
行
く
と
、
漁
師
が
舟
に
乗
っ
て
魚
を

捕
っ
て
い
ま
し
た
が
、
捕
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
魚
が
捕
れ
る
か
捕
れ
な
い
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
任
さ
れ
た
仕
事
を
誠
実
に
し
て
い
た
漁
師
を
見
て
、

神
が
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
日
々
、
網

を
上
げ
る
の
に
苦
労
し
た
だ
ろ
う
が
、
一
日
一
日
任
さ
れ
た

仕
事
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し
の
声
に
従
っ
て
、

続
け
て
進
ん
で
い
き
な
さ
い
」

神
様
と
共
に
歩
む

　人
々
は
成
果
や
結
果
に
多
く
の
関
心
を
持
ち
ま
す
が
、
神

は
一
日
一
日
誠
実
に
神
様
と
共
に
歩
む
こ
と
を
さ
ら
に
喜
ば

れ
る
と
い
う
事
実
を
悟
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
カ
ペ
ナ

ウ
ム
、
ペ
テ
ロ
召
命
教
会
、
受
胎
告
知
教
会
、
山
上
の
垂
訓

教
会
、
死
海
、
マ
サ
ダ
、
エ
ル
サ
レ
ム…

…

多
く
の
キ
リ
ス

ト
教
遺
跡
を
直
接
見
て
、
今
も
私
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
る
神

の
御
声
を
聞
け
る
祝
福…

…

。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
日
本
よ
り
も

小
さ
な
国
な
の
に
、
バ
ス
に
乗
っ
て
2
〜
3
時
間
以
上
走
っ

て
も
荒
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
こ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
こ
ん
な
に
開
か
れ
た
目
を
持
つ
若
者

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
神
の
大
き
な
祝
福
で
あ
り
、
日
本

に
は
も
う
リ
バ
イ
バ
ル
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

  「
神
様
は
決
し
て
私
た
ち
の
小
さ
な
祈
り
を
忘
れ
て
お
ら
れ

な
い
」。
イ
ス
ラ
エ
ル
ツ
ア
ー
の
最
大
の
恵
み
は
、
再
び
来

ら
れ
る
イ
エ
ス
様
を
よ
り
い
っ
そ
う
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
主
は
約
束
さ
れ
た
通
り
、
必
ず
戻
っ
て
来
ら

れ
ま
す（
使
1:

11
）。
そ
こ
で
は
日
本
人
、
韓
国
人
で
は
な

く
、
た
だ
天
国
人
だ
け
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
一
緒
に

主
の
前
に
ハ
レ
ル
ヤ
感
謝
の
賛
美
を
歌
う
姿
を
想
像
し
て
み

ま
し
た
。
礼
拝
者
と
し
て
神
の
前
に
立
つ
時
、
日
本
と
韓
国

は
本
当
に
一
つ
の
家
族
と
な
る
こ
と
を
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地

で
一
緒
に
歌
っ
た
賛
美
の
礼
拝
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

主
の
再
臨
の
日
に
、
私
の
国
籍
で
は
な
く
天
国
人
と
し
て
主

を
お
迎
え
し
た
い
で
す
。

　マ
ラ
ナ
タ
！
主
イ
エ
ス
よ
、
来
て
く
だ
さ
い
。

金 

香
仙

ヒ
ャ
ン
ソ
ン

キ
ム

日
本
宣
教
に
導
か
れ
て

　私
が
大
学
生
の
時
、「
ラ
ブ
九
州
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
初
め
て
熊
本
を
訪
問
し
、
日
本
人
の
愛
と
仕
え
る
心
に
大

き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
神
が
こ
ん
な
に
優
し
く
て
良
い

人
を
す
ぐ
に
救
い
に
導
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
切
に
祈
り
、

日
本
宣
教
に
備
え
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
韓
国
オ
ン
ヌ
リ
教
会
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
ス

タ
ッ
フ
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
を
開
始
し
た
故

ハ
・
ヨ
ン
ジ
ョ
牧
師
は
、「
日
本
を
赦
し
て
い
な
い
私
の
罪

を
赦
し
て
く
だ
さ
い
」と
、
2
0
0
7
年
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ

仙
台
で
語
り
、
日
本
の
教
会
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
切
に
願
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
1
年
に
天
国
に
召
さ
れ
た
ハ
先
生

の
日
本
宣
教
は
、
私
に
と
っ
て
遺
言
の
よ
う
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
13
年
間
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
働
き
を
し
な
が
ら
、

自
分
が
愛
を
与
え
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
日
本
の
教

会
と
信
徒
の
皆
様
に
私
が
受
け
た
愛
の
負
債
が
よ
り
大
き
い

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、
日
本
の
現

場
に
行
っ
て
、
そ
の
愛
の
負
債
を
恩
返
し
し
た
い
の
で
す
。

荒
野
で
40
年
近
く
旅
を
し
て
い
た
こ
と
は
本
当
に
奇
跡
で
あ

り
、
神
の
恵
み
が
な
け
れ
ば
一
日
も
生
き
て
い
け
な
い
こ
と

を
、
車
窓
か
ら
見
え
る
果
て
し
な
く
広
が
る
荒
野
で
感
じ
ま

し
た
。
天
と
地
、
そ
の
間
の
私
。
私
の
人
生
を
主
は
そ
の
よ

う
に
導
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
て
、
心
の
奥
底
で
感
謝

が
泉
の
よ
う
に
、
わ
き
出
ま
し
た
。

　行
く
先
々
で
天
の
お
父
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
雨
の
日
、
嘆
き
の
壁
で
祈
る
時
間
が
あ
り
ま

し
た
。
私
の
最
初
の
祈
り
は
、「
日
本
の
リ
バ
イ
バ
ル
！
主

よ
！
日
本
の
地
を
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
切
実
な
祈

り
で
し
た
。
最
終
日
に
は
、
栄
子
先
生
が
イ
ス
ラ
エ
ル
在
住

中
ご
奉
仕
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
団
体
を
訪
問
し
て
、

そ
こ
で
仕
え
て
い
る
青
年
献
身
者
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。
彼

ら
の
献
身
と
働
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
栄
子
先

生
ご
夫
婦
が
始
め
た
小
さ
な
祈
り
が
、
こ
ん
な
に
多
く
の
青

年
た
ち
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
、
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
つ
な

ぐ
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

クムランにて
（左から和泉氏、松島様、金様、横溝夫妻）

ペトラ遺跡（ヨルダン）
（左から和泉氏、輪嶋氏、金様、松島様）

ヨルダンのジェラシュ
（左から松島様、栄子師、金様）

「
イ
ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
」は

神
様
か
ら
の
招
待
ツ
ア
ー

神
様
の
懐
に
抱
か
れ
な
が
ら
主
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
選
ん
だ
者
に
は
、

神
様
が「
わ
た
し
が
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
の
だ
よ
。わ
た
し
が
や
っ
た
の
だ
よ
」

と
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
面
が
幾
度
と
な
く
訪
れ
る
と
い
う
。

そ
の
時
に
は
分
か
ら
な
く
て
も
、

「
そ
う
い
え
ば…

…

」と
い
う
こ
と
は
皆
様
も
経
験
さ
れ
て
い
る
は
ず
。

私
に
と
っ
て
こ
の
ツ
ア
ー
参
加
は
間
違
い
な
く
そ
の
一つ
で
し
た
。

東
京
オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会 

執
事

「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

し
て
い
く
自
分
を
感
じ
、「
大
丈
夫
だ
。
助
か
る
」と
妙
な
安

心
感
に
包
ま
れ
帰
国
し
ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
1
年
間
、
一
人
で『
リ
ビ
ン
グ
ラ
イ
フ
』と
い

う
Q
T
サ
ポ
ー
ト
本
で
、
毎
日
み
こ
と
ば
を
読
み
、
意
味
を

知
ろ
う
と
し
、
エ
ッ
セ
イ
に
書
か
れ
て
い
る
証
し
を
未
来
の

私
の
姿
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
興
奮
し
な
が
ら
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
祈
っ
た

こ
の
期
間
は
、
私
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
た
め
の
主
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。「
静
ま
り
な
さ
い
。
静
ま
り
な
さ
い
」

と
い
う
私
へ
の
語
り
掛
け
で
す
。
そ
の
訓
練
を
経
て
、
東
京

オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会
で
の
礼
拝
参
列
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
礼
拝
堂
の
椅
子
に
座
っ
た
と
同
時
に
、
私
の
肩
に
人
の

手
を
感
じ
、「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。
も
う
何
も
し
な
く
て

い
い
ん
だ
よ
。
わ
た
し
が
や
る
か
ら
」と
語
り
掛
け
ら
れ
た

よ
う
で
、
全
身
が
暖
か
い
も
の
で
覆
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
数
年
間
、
賛
美
の
間
中
、
涙
が
あ
ふ
れ
、
礼
拝
後
に
長
い

間
一
人
で
祈
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
本
当

に
多
く
の
幻
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
り
、
今
も
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
握
り
締
め
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　初
め
て
東
京
オ
ン
ヌ
リ
の
礼
拝
に
参
列
し
た
時
、「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
信
じ
ま
す
か
」と
担
当
牧
師
か
ら
問
わ

れ
、
私
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。「
創
造
主
の
神
様
は
信
じ
て

い
ま
す
。
で
も
イ
エ
ス
様
の
復
活
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
イ
エ
ス
様
の
復
活
を
信
じ
る
と
決
め
ま
す
!
」。
そ

の
時
か
ら
11
年
た
ち
ま
す
が
、
聖
霊
様
の
働
き
に
よ
り
今
も

何
か
を
決
断
す
る
前
後
は
主
の
助
け
と
聖
霊
の
働
き
を
祈
り
、

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」の
制
作
を
通
し
て

与
え
ら
れ
た
祈
り

　私
が
テ
レ
ビ
関
係
や
タ
レ
ン
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
手

伝
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
突
然
日
本
語
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ

マ
バ
イ
ブ
ル
の
制
作
実
務
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
日
本

G
&
M
文
化
財
団
理
事
長
で
当
時
東
京
オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト

教
会
担
当
牧
師
の
ム
ン
・
ボ
ン
ジ
ュ
師
か
ら
電
話
を
頂
い
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
そ
ろ
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
ろ
か
ら「
聖
書
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
一
人
で
も
多
く
の
民
が
静
ま
り

み
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
。
す
べ

て
の
民
が
聖
書
を
聞
く
こ
と
で
、
こ
の
地
に
聖
霊
の
働
き
が

強
ま
り
、
神
の
国
が
こ
の
地
に
現
れ
る
。
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
役
者
が
一
人
で
も
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
救
い
主
と
し

て
受
け
入
れ
、
働
き
人
と
な
り
ま
す
よ
う
に
」。
と
い
う
強

い
祈
り
の
課
題
が
私
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
民
を
救
う
た
め
に

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
は
来
ら
れ
た

  「
神
様
は
ま
た
私
を
用
い
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
か
」。
そ
ん

な
問
い
掛
け
を
主
に
語
る
中
、
私
に
気
に
な
る
聖
書
箇
所
が

示
さ
れ
ま
し
た
。「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」で
す
。
現
東
京
オ
ン

ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会
の
担
当
牧
師
、
福
澤
牧
人
師
は
、
黙
示

録
の
学
び
を
大
切
に
し
宣
教
を
重
視
さ
れ
る
教
職
者
。
ま
た
、

湖
畔
で
波
の
音
や
鳥
の
声
を
聞
き
、
静
か
に
遠
く
を
眺
め
な

が
ら
そ
の
時
を
待
っ
て
い
る
自
分
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
時
」は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
招
待
く
だ
さ
っ
た
神
様
か
ら
の
大

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

　最
後
に
、
ツ
ア
ー
の
間
、「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」を
こ
れ
ほ

ど
皆
さ
ん
が
活
用
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
正
直
、
驚
き
ま

し
た
。
そ
の
証
し
に
励
ま
さ
れ
主
に
賛
美
し
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
皆
様
に
感
謝
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
す

べ
て
は
主
の
恵
み
。
す
べ
て
は
神
様
の
栄
光
を
現
す
た
め
に
。

す
べ
て
に
感
謝
し
ま
す
。
ハ
レ
ル
ヤ
、
ア
ー
メ
ン
。

  「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
、
そ
れ
に
加
え
て
与
え
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
明
日
の
こ
と
ま
で
心
配
し
な
く
て
よ
い
の
で
す
。

明
日
の
こ
と
は
明
日
が
心
配
し
ま
す
。
苦
労
は
そ
の
日
そ
の

日
に
十
分
あ
り
ま
す
。」(

マ
タ
イ
の
福
音
書
6
・
33
〜
34)

松
島 

ゆ
き
子

ま
つ
し
ま

主
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　広
島
県
の
山
間
部
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
幼
い
こ
ろ
か

ら「
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
も
の
を
支
配
し
て
い
る
」と

感
じ
な
が
ら
、
先
祖
に
感
謝
し
、
空
を
仰
い
で
は
喜
ん
だ
り

恐
れ
た
り
し
な
が
ら
生
き
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
中
高

生
の
こ
ろ
、
6 

km
離
れ
た
町
の
小
さ
な
教
会
の
ド
ア
を「
礼

拝
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
叩
い
た
こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
自
由
に
世
界
を
羽
ば
た
き
た
く
親
元
を

離
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
私
と
い
つ
も
共
に
い
て
く
だ
さ
る

方
が
誰
な
の
か
を
私
に
知
ら
せ
る
た
め
の
主
と
の
旅
立
ち

だ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
形
作
ら
れ
る
前
か

ら
私
の
そ
ば
に
は
い
つ
も
主
が
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　40
歳
を
超
え
た
こ
ろ
、
前
後
左
右
ど
ち
ら
に
も
動
け
な
い

時
期
に
、
韓
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
導
か
れ
て
ソ
ウ

ル
の
オ
ン
ヌ
リ
教
会
で
何
十
年
ぶ
り
か
で
礼
拝
に
参
列
。
礼

拝
堂
に
入
っ
た
途
端
、
心
が
小
躍
り
し
、
空
気
が
す
べ
て
キ

ラ
キ
ラ
輝
い
て
天
使
が
き
れ
い
な
声
で
歌
を
歌
っ
て
い
る
よ

う
な
感
覚
で
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
生
気
を
取
り
戻

親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
輪

嶋
東
太
郎
氏
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
D
V
D「
シ
ャ
ロ
ー

ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n
Ⅱ
」や
幻
冬
舎
大
学
セ
ミ
ナ
ー

「
聖
書
の
預
言
は
成
就
す
る
」で
は
、
黙
示
録
の
重
要
性
を
知

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
時
、
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー
の
誘
い
を
頂
き
、「
よ

し
、
ま
ず
自
分
の
た
め
に
参
加
し
て
み
よ
う
」と
考
え
始
め

ま
し
た
。
黙
示
録
を
理
解
す
る
こ
と
が
私
へ
の
使
命
を
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
る
、
と
い
う
直
観
で
す
。「
今
行
か
な
い
と
、
な

か
な
か
行
け
な
く
な
る
。
行
き
な
さ
い
」と
い
う
強
い
力
も

感
じ
、
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。「
聖
書
は
す
べ
て
の
民
の

も
の
で
あ
り
、
神
様
は
す
べ
て
の
民
を
お
救
い
に
な
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
こ
の
地
に
寄
こ
さ
れ
た

の
だ
か
ら
。
人
々
が
永
遠
の
死
に
向
か
う
歩
み
を
、
永
遠
の

命
に
変
え
る
手
助
け
が
し
た
い
」と
、
ツ
ア
ー
の
皆
様
と
の

出
会
い
で
、
主
へ
の
祈
り
が
具
現
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
、
私
は
ペ
テ
ロ
の
召
命
教
会
脇
の
ガ
リ
ラ
ヤ

人 が々永遠の死に向かう歩みを、
永遠の命に変える手助けがしたい



38
人
の
日
本
の
兄
弟
姉
妹
と
共
に

イ
ス
ラ
エ
ル
へ

私
は
日
本
を
愛
し
て
い
ま
す
。

私
の
意
志
で
は
な
く
、神
が
そ
の
心
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
2
の
時
、日
本
宣
教
師
の
証
し
を
聞
い
て
、日
本
の
た
め
に
祈
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、ニ
ュ
ー
ス
で
阪
神
淡
路
大
震
災（
1
9
9
5
）を
見
て
、

神
を
知
ら
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
く
た
ま
し
い
へ
の
切
な
い
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
、日
本
の
救
い
の
た
め
に
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
日
本
と
の
愛
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 韓

国
オ
ン
ヌ
リ
教
会
日
本
語
礼
拝
部
所
属

日
本
ツ
ラ
ノ
書
院
チ
ー
ム
長

日
本
チ
ー
ム
と
共
に

オ
メ
ガ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
旅
行
へ

　第
30
回
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
熊
本
集
会
を
終
え
て
、
ラ
ブ
・

ソ
ナ
タ
沖
縄
で
出
会
っ
た
横
田
聖
子
先
生（
オ
メ
ガ
・
ジ
ャ
パ

ン
代
表
）に
、
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
働
き
を
辞
任
し
て
日
本
の
ツ

ラ
ノ
書
院
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
と
報
告
す
る
と
、「
長

い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
」と
労
っ
て
く
だ
さ
り
、
2
月
に
開
催

さ
れ
た
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー「
イ
ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
」

の
聖
地
巡
礼
に
一
緒
に
行
く
こ
と
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
は
ぜ
ひ
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
祈
り

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
は
神
の
贈
り
物
の
よ
う
に

聞
こ
え
ま
し
た
。「
私
も
祈
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
で
電
話
を

切
り
ま
し
た
。
す
る
と
何
と
翌
日
に
、
1
席
空
い
て
い
る
と

連
絡
が
あ
り
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
す
ぐ
に
申
込
書
を
送
り

ま
し
た
。
本
当
に
驚
く
べ
き
神
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　2
千
年
前
、
イ
エ
ス
様
が
歩
か
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
私

の
一
番
の
祈
り
で
あ
る
日
本
の
チ
ー
ム
と
一
緒
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
神
の
サ
イ
ン
の
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
出
発
が
韓
国
の
た
め
、
先
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
到
着
し

て
日
本
チ
ー
ム
を
迎
え
る
た
め
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
ベ

ン
・
グ
リ
オ
ン
空
港
に
向
か
い
ま
し
た
。
長
旅
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
疲
れ
た
様
子
も
な
く
、
あ
ま
り
に
も
明
る
く
笑
っ
て

い
る
日
本
か
ら
来
た
38
人
の
兄
弟
姉
妹
に
出
会
い
、
神
の
家

族
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

　栄
子
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
先
生
は
、
少
女
の
よ
う
に
明
る

く
陽
気
な
声
で
あ
ち
こ
ち
説
明
し
た
後
、
聖
書
を
読
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
聖
書
の
物
語
が
ま
る
で
目
の
前
に
広
が
る

よ
う
で
し
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
で
の
初
日
、
2
0
1
3
年
ラ

ブ
・
ソ
ナ
タ
京
都
が
開
か
れ
た
琵
琶
湖
を
思
い
浮
か
べ
ま
し

た
。
穏
や
か
な
湖
畔
、
美
し
い
夕
焼
け
、
空
を
飛
ぶ
鳥
、
イ

エ
ス
様
が
見
た
風
景
を
私
が
見
て
い
る
な
ん
て…

…

。
翌
朝

早
く
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
へ
行
く
と
、
漁
師
が
舟
に
乗
っ
て
魚
を

捕
っ
て
い
ま
し
た
が
、
捕
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
魚
が
捕
れ
る
か
捕
れ
な
い
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
任
さ
れ
た
仕
事
を
誠
実
に
し
て
い
た
漁
師
を
見
て
、

神
が
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
日
々
、
網

を
上
げ
る
の
に
苦
労
し
た
だ
ろ
う
が
、
一
日
一
日
任
さ
れ
た

仕
事
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し
の
声
に
従
っ
て
、

続
け
て
進
ん
で
い
き
な
さ
い
」

神
様
と
共
に
歩
む

　人
々
は
成
果
や
結
果
に
多
く
の
関
心
を
持
ち
ま
す
が
、
神

は
一
日
一
日
誠
実
に
神
様
と
共
に
歩
む
こ
と
を
さ
ら
に
喜
ば

れ
る
と
い
う
事
実
を
悟
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
カ
ペ
ナ

ウ
ム
、
ペ
テ
ロ
召
命
教
会
、
受
胎
告
知
教
会
、
山
上
の
垂
訓

教
会
、
死
海
、
マ
サ
ダ
、
エ
ル
サ
レ
ム…

…

多
く
の
キ
リ
ス

ト
教
遺
跡
を
直
接
見
て
、
今
も
私
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
る
神

の
御
声
を
聞
け
る
祝
福…

…

。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
日
本
よ
り
も

小
さ
な
国
な
の
に
、
バ
ス
に
乗
っ
て
2
〜
3
時
間
以
上
走
っ

て
も
荒
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
こ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
こ
ん
な
に
開
か
れ
た
目
を
持
つ
若
者

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
神
の
大
き
な
祝
福
で
あ
り
、
日
本

に
は
も
う
リ
バ
イ
バ
ル
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

  「
神
様
は
決
し
て
私
た
ち
の
小
さ
な
祈
り
を
忘
れ
て
お
ら
れ

な
い
」。
イ
ス
ラ
エ
ル
ツ
ア
ー
の
最
大
の
恵
み
は
、
再
び
来

ら
れ
る
イ
エ
ス
様
を
よ
り
い
っ
そ
う
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
主
は
約
束
さ
れ
た
通
り
、
必
ず
戻
っ
て
来
ら

れ
ま
す（
使
1:

11
）。
そ
こ
で
は
日
本
人
、
韓
国
人
で
は
な

く
、
た
だ
天
国
人
だ
け
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
一
緒
に

主
の
前
に
ハ
レ
ル
ヤ
感
謝
の
賛
美
を
歌
う
姿
を
想
像
し
て
み

ま
し
た
。
礼
拝
者
と
し
て
神
の
前
に
立
つ
時
、
日
本
と
韓
国

は
本
当
に
一
つ
の
家
族
と
な
る
こ
と
を
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地

で
一
緒
に
歌
っ
た
賛
美
の
礼
拝
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

主
の
再
臨
の
日
に
、
私
の
国
籍
で
は
な
く
天
国
人
と
し
て
主

を
お
迎
え
し
た
い
で
す
。

　マ
ラ
ナ
タ
！
主
イ
エ
ス
よ
、
来
て
く
だ
さ
い
。

金 
香
仙

ヒ
ャ
ン
ソ
ン

キ
ム

日
本
宣
教
に
導
か
れ
て

　私
が
大
学
生
の
時
、「
ラ
ブ
九
州
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
初
め
て
熊
本
を
訪
問
し
、
日
本
人
の
愛
と
仕
え
る
心
に
大

き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
神
が
こ
ん
な
に
優
し
く
て
良
い

人
を
す
ぐ
に
救
い
に
導
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
切
に
祈
り
、

日
本
宣
教
に
備
え
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
韓
国
オ
ン
ヌ
リ
教
会
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
ス

タ
ッ
フ
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
を
開
始
し
た
故

ハ
・
ヨ
ン
ジ
ョ
牧
師
は
、「
日
本
を
赦
し
て
い
な
い
私
の
罪

を
赦
し
て
く
だ
さ
い
」と
、
2
0
0
7
年
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ

仙
台
で
語
り
、
日
本
の
教
会
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
切
に
願
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
1
年
に
天
国
に
召
さ
れ
た
ハ
先
生

の
日
本
宣
教
は
、
私
に
と
っ
て
遺
言
の
よ
う
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
13
年
間
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
働
き
を
し
な
が
ら
、

自
分
が
愛
を
与
え
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
日
本
の
教

会
と
信
徒
の
皆
様
に
私
が
受
け
た
愛
の
負
債
が
よ
り
大
き
い

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、
日
本
の
現

場
に
行
っ
て
、
そ
の
愛
の
負
債
を
恩
返
し
し
た
い
の
で
す
。

荒
野
で
40
年
近
く
旅
を
し
て
い
た
こ
と
は
本
当
に
奇
跡
で
あ

り
、
神
の
恵
み
が
な
け
れ
ば
一
日
も
生
き
て
い
け
な
い
こ
と

を
、
車
窓
か
ら
見
え
る
果
て
し
な
く
広
が
る
荒
野
で
感
じ
ま

し
た
。
天
と
地
、
そ
の
間
の
私
。
私
の
人
生
を
主
は
そ
の
よ

う
に
導
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
て
、
心
の
奥
底
で
感
謝

が
泉
の
よ
う
に
、
わ
き
出
ま
し
た
。

　行
く
先
々
で
天
の
お
父
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
雨
の
日
、
嘆
き
の
壁
で
祈
る
時
間
が
あ
り
ま

し
た
。
私
の
最
初
の
祈
り
は
、「
日
本
の
リ
バ
イ
バ
ル
！
主

よ
！
日
本
の
地
を
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
切
実
な
祈

り
で
し
た
。
最
終
日
に
は
、
栄
子
先
生
が
イ
ス
ラ
エ
ル
在
住

中
ご
奉
仕
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
団
体
を
訪
問
し
て
、

そ
こ
で
仕
え
て
い
る
青
年
献
身
者
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。
彼

ら
の
献
身
と
働
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
栄
子
先

生
ご
夫
婦
が
始
め
た
小
さ
な
祈
り
が
、
こ
ん
な
に
多
く
の
青

年
た
ち
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
、
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
つ
な

ぐ
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

クムランにて
（左から和泉氏、松島様、金様、横溝夫妻）

ペトラ遺跡（ヨルダン）
（左から和泉氏、輪嶋氏、金様、松島様）

ヨルダンのジェラシュ
（左から松島様、栄子師、金様）

「
イ
ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
」は

神
様
か
ら
の
招
待
ツ
ア
ー

神
様
の
懐
に
抱
か
れ
な
が
ら
主
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
選
ん
だ
者
に
は
、

神
様
が「
わ
た
し
が
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
の
だ
よ
。わ
た
し
が
や
っ
た
の
だ
よ
」

と
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
面
が
幾
度
と
な
く
訪
れ
る
と
い
う
。

そ
の
時
に
は
分
か
ら
な
く
て
も
、

「
そ
う
い
え
ば…

…

」と
い
う
こ
と
は
皆
様
も
経
験
さ
れ
て
い
る
は
ず
。

私
に
と
っ
て
こ
の
ツ
ア
ー
参
加
は
間
違
い
な
く
そ
の
一つ
で
し
た
。

東
京
オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会 

執
事

「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

し
て
い
く
自
分
を
感
じ
、「
大
丈
夫
だ
。
助
か
る
」と
妙
な
安

心
感
に
包
ま
れ
帰
国
し
ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
1
年
間
、
一
人
で『
リ
ビ
ン
グ
ラ
イ
フ
』と
い

う
Q
T
サ
ポ
ー
ト
本
で
、
毎
日
み
こ
と
ば
を
読
み
、
意
味
を

知
ろ
う
と
し
、
エ
ッ
セ
イ
に
書
か
れ
て
い
る
証
し
を
未
来
の

私
の
姿
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
興
奮
し
な
が
ら
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
祈
っ
た

こ
の
期
間
は
、
私
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
た
め
の
主
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。「
静
ま
り
な
さ
い
。
静
ま
り
な
さ
い
」

と
い
う
私
へ
の
語
り
掛
け
で
す
。
そ
の
訓
練
を
経
て
、
東
京

オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会
で
の
礼
拝
参
列
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
礼
拝
堂
の
椅
子
に
座
っ
た
と
同
時
に
、
私
の
肩
に
人
の

手
を
感
じ
、「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。
も
う
何
も
し
な
く
て

い
い
ん
だ
よ
。
わ
た
し
が
や
る
か
ら
」と
語
り
掛
け
ら
れ
た

よ
う
で
、
全
身
が
暖
か
い
も
の
で
覆
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
数
年
間
、
賛
美
の
間
中
、
涙
が
あ
ふ
れ
、
礼
拝
後
に
長
い

間
一
人
で
祈
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
本
当

に
多
く
の
幻
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
り
、
今
も
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
握
り
締
め
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　初
め
て
東
京
オ
ン
ヌ
リ
の
礼
拝
に
参
列
し
た
時
、「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
信
じ
ま
す
か
」と
担
当
牧
師
か
ら
問
わ

れ
、
私
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。「
創
造
主
の
神
様
は
信
じ
て

い
ま
す
。
で
も
イ
エ
ス
様
の
復
活
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
イ
エ
ス
様
の
復
活
を
信
じ
る
と
決
め
ま
す
!
」。
そ

の
時
か
ら
11
年
た
ち
ま
す
が
、
聖
霊
様
の
働
き
に
よ
り
今
も

何
か
を
決
断
す
る
前
後
は
主
の
助
け
と
聖
霊
の
働
き
を
祈
り
、

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」の
制
作
を
通
し
て

与
え
ら
れ
た
祈
り

　私
が
テ
レ
ビ
関
係
や
タ
レ
ン
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
手

伝
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
突
然
日
本
語
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ

マ
バ
イ
ブ
ル
の
制
作
実
務
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
日
本

G
&
M
文
化
財
団
理
事
長
で
当
時
東
京
オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト

教
会
担
当
牧
師
の
ム
ン
・
ボ
ン
ジ
ュ
師
か
ら
電
話
を
頂
い
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
そ
ろ
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
ろ
か
ら「
聖
書
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
一
人
で
も
多
く
の
民
が
静
ま
り

み
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
。
す
べ

て
の
民
が
聖
書
を
聞
く
こ
と
で
、
こ
の
地
に
聖
霊
の
働
き
が

強
ま
り
、
神
の
国
が
こ
の
地
に
現
れ
る
。
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
役
者
が
一
人
で
も
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
救
い
主
と
し

て
受
け
入
れ
、
働
き
人
と
な
り
ま
す
よ
う
に
」。
と
い
う
強

い
祈
り
の
課
題
が
私
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
民
を
救
う
た
め
に

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
は
来
ら
れ
た

  「
神
様
は
ま
た
私
を
用
い
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
か
」。
そ
ん

な
問
い
掛
け
を
主
に
語
る
中
、
私
に
気
に
な
る
聖
書
箇
所
が

示
さ
れ
ま
し
た
。「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」で
す
。
現
東
京
オ
ン

ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会
の
担
当
牧
師
、
福
澤
牧
人
師
は
、
黙
示

録
の
学
び
を
大
切
に
し
宣
教
を
重
視
さ
れ
る
教
職
者
。
ま
た
、

湖
畔
で
波
の
音
や
鳥
の
声
を
聞
き
、
静
か
に
遠
く
を
眺
め
な

が
ら
そ
の
時
を
待
っ
て
い
る
自
分
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
時
」は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
招
待
く
だ
さ
っ
た
神
様
か
ら
の
大

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

　最
後
に
、
ツ
ア
ー
の
間
、「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」を
こ
れ
ほ

ど
皆
さ
ん
が
活
用
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
正
直
、
驚
き
ま

し
た
。
そ
の
証
し
に
励
ま
さ
れ
主
に
賛
美
し
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
皆
様
に
感
謝
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
す

べ
て
は
主
の
恵
み
。
す
べ
て
は
神
様
の
栄
光
を
現
す
た
め
に
。

す
べ
て
に
感
謝
し
ま
す
。
ハ
レ
ル
ヤ
、
ア
ー
メ
ン
。

  「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
、
そ
れ
に
加
え
て
与
え
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
明
日
の
こ
と
ま
で
心
配
し
な
く
て
よ
い
の
で
す
。

明
日
の
こ
と
は
明
日
が
心
配
し
ま
す
。
苦
労
は
そ
の
日
そ
の

日
に
十
分
あ
り
ま
す
。」(

マ
タ
イ
の
福
音
書
6
・
33
〜
34)

松
島 

ゆ
き
子

ま
つ
し
ま

主
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　広
島
県
の
山
間
部
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
幼
い
こ
ろ
か

ら「
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
も
の
を
支
配
し
て
い
る
」と

感
じ
な
が
ら
、
先
祖
に
感
謝
し
、
空
を
仰
い
で
は
喜
ん
だ
り

恐
れ
た
り
し
な
が
ら
生
き
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
中
高

生
の
こ
ろ
、
6 

km
離
れ
た
町
の
小
さ
な
教
会
の
ド
ア
を「
礼

拝
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
叩
い
た
こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
自
由
に
世
界
を
羽
ば
た
き
た
く
親
元
を

離
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
私
と
い
つ
も
共
に
い
て
く
だ
さ
る

方
が
誰
な
の
か
を
私
に
知
ら
せ
る
た
め
の
主
と
の
旅
立
ち

だ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
形
作
ら
れ
る
前
か

ら
私
の
そ
ば
に
は
い
つ
も
主
が
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　40
歳
を
超
え
た
こ
ろ
、
前
後
左
右
ど
ち
ら
に
も
動
け
な
い

時
期
に
、
韓
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
導
か
れ
て
ソ
ウ

ル
の
オ
ン
ヌ
リ
教
会
で
何
十
年
ぶ
り
か
で
礼
拝
に
参
列
。
礼

拝
堂
に
入
っ
た
途
端
、
心
が
小
躍
り
し
、
空
気
が
す
べ
て
キ

ラ
キ
ラ
輝
い
て
天
使
が
き
れ
い
な
声
で
歌
を
歌
っ
て
い
る
よ

う
な
感
覚
で
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
生
気
を
取
り
戻

親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
輪

嶋
東
太
郎
氏
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
D
V
D「
シ
ャ
ロ
ー

ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n
Ⅱ
」や
幻
冬
舎
大
学
セ
ミ
ナ
ー

「
聖
書
の
預
言
は
成
就
す
る
」で
は
、
黙
示
録
の
重
要
性
を
知

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
時
、
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー
の
誘
い
を
頂
き
、「
よ

し
、
ま
ず
自
分
の
た
め
に
参
加
し
て
み
よ
う
」と
考
え
始
め

ま
し
た
。
黙
示
録
を
理
解
す
る
こ
と
が
私
へ
の
使
命
を
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
る
、
と
い
う
直
観
で
す
。「
今
行
か
な
い
と
、
な

か
な
か
行
け
な
く
な
る
。
行
き
な
さ
い
」と
い
う
強
い
力
も

感
じ
、
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。「
聖
書
は
す
べ
て
の
民
の

も
の
で
あ
り
、
神
様
は
す
べ
て
の
民
を
お
救
い
に
な
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
こ
の
地
に
寄
こ
さ
れ
た

の
だ
か
ら
。
人
々
が
永
遠
の
死
に
向
か
う
歩
み
を
、
永
遠
の

命
に
変
え
る
手
助
け
が
し
た
い
」と
、
ツ
ア
ー
の
皆
様
と
の

出
会
い
で
、
主
へ
の
祈
り
が
具
現
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
、
私
は
ペ
テ
ロ
の
召
命
教
会
脇
の
ガ
リ
ラ
ヤ

人 が々永遠の死に向かう歩みを、
永遠の命に変える手助けがしたい



38
人
の
日
本
の
兄
弟
姉
妹
と
共
に

イ
ス
ラ
エ
ル
へ

私
は
日
本
を
愛
し
て
い
ま
す
。

私
の
意
志
で
は
な
く
、神
が
そ
の
心
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
2
の
時
、日
本
宣
教
師
の
証
し
を
聞
い
て
、日
本
の
た
め
に
祈
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、ニ
ュ
ー
ス
で
阪
神
淡
路
大
震
災（
1
9
9
5
）を
見
て
、

神
を
知
ら
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
く
た
ま
し
い
へ
の
切
な
い
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
、日
本
の
救
い
の
た
め
に
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
日
本
と
の
愛
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 韓

国
オ
ン
ヌ
リ
教
会
日
本
語
礼
拝
部
所
属

日
本
ツ
ラ
ノ
書
院
チ
ー
ム
長

日
本
チ
ー
ム
と
共
に

オ
メ
ガ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
旅
行
へ

　第
30
回
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
熊
本
集
会
を
終
え
て
、
ラ
ブ
・

ソ
ナ
タ
沖
縄
で
出
会
っ
た
横
田
聖
子
先
生（
オ
メ
ガ
・
ジ
ャ
パ

ン
代
表
）に
、
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
働
き
を
辞
任
し
て
日
本
の
ツ

ラ
ノ
書
院
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
と
報
告
す
る
と
、「
長

い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
」と
労
っ
て
く
だ
さ
り
、
2
月
に
開
催

さ
れ
た
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー「
イ
ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
」

の
聖
地
巡
礼
に
一
緒
に
行
く
こ
と
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
は
ぜ
ひ
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
祈
り

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
は
神
の
贈
り
物
の
よ
う
に

聞
こ
え
ま
し
た
。「
私
も
祈
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
で
電
話
を

切
り
ま
し
た
。
す
る
と
何
と
翌
日
に
、
1
席
空
い
て
い
る
と

連
絡
が
あ
り
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
す
ぐ
に
申
込
書
を
送
り

ま
し
た
。
本
当
に
驚
く
べ
き
神
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　2
千
年
前
、
イ
エ
ス
様
が
歩
か
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
私

の
一
番
の
祈
り
で
あ
る
日
本
の
チ
ー
ム
と
一
緒
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
神
の
サ
イ
ン
の
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
出
発
が
韓
国
の
た
め
、
先
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
到
着
し

て
日
本
チ
ー
ム
を
迎
え
る
た
め
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
ベ

ン
・
グ
リ
オ
ン
空
港
に
向
か
い
ま
し
た
。
長
旅
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
疲
れ
た
様
子
も
な
く
、
あ
ま
り
に
も
明
る
く
笑
っ
て

い
る
日
本
か
ら
来
た
38
人
の
兄
弟
姉
妹
に
出
会
い
、
神
の
家

族
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

　栄
子
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
先
生
は
、
少
女
の
よ
う
に
明
る

く
陽
気
な
声
で
あ
ち
こ
ち
説
明
し
た
後
、
聖
書
を
読
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
聖
書
の
物
語
が
ま
る
で
目
の
前
に
広
が
る

よ
う
で
し
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
で
の
初
日
、
2
0
1
3
年
ラ

ブ
・
ソ
ナ
タ
京
都
が
開
か
れ
た
琵
琶
湖
を
思
い
浮
か
べ
ま
し

た
。
穏
や
か
な
湖
畔
、
美
し
い
夕
焼
け
、
空
を
飛
ぶ
鳥
、
イ

エ
ス
様
が
見
た
風
景
を
私
が
見
て
い
る
な
ん
て…

…

。
翌
朝

早
く
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
へ
行
く
と
、
漁
師
が
舟
に
乗
っ
て
魚
を

捕
っ
て
い
ま
し
た
が
、
捕
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
魚
が
捕
れ
る
か
捕
れ
な
い
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
任
さ
れ
た
仕
事
を
誠
実
に
し
て
い
た
漁
師
を
見
て
、

神
が
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
日
々
、
網

を
上
げ
る
の
に
苦
労
し
た
だ
ろ
う
が
、
一
日
一
日
任
さ
れ
た

仕
事
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し
の
声
に
従
っ
て
、

続
け
て
進
ん
で
い
き
な
さ
い
」

神
様
と
共
に
歩
む

　人
々
は
成
果
や
結
果
に
多
く
の
関
心
を
持
ち
ま
す
が
、
神

は
一
日
一
日
誠
実
に
神
様
と
共
に
歩
む
こ
と
を
さ
ら
に
喜
ば

れ
る
と
い
う
事
実
を
悟
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
カ
ペ
ナ

ウ
ム
、
ペ
テ
ロ
召
命
教
会
、
受
胎
告
知
教
会
、
山
上
の
垂
訓

教
会
、
死
海
、
マ
サ
ダ
、
エ
ル
サ
レ
ム…

…

多
く
の
キ
リ
ス

ト
教
遺
跡
を
直
接
見
て
、
今
も
私
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
る
神

の
御
声
を
聞
け
る
祝
福…

…

。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
日
本
よ
り
も

小
さ
な
国
な
の
に
、
バ
ス
に
乗
っ
て
2
〜
3
時
間
以
上
走
っ

て
も
荒
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
こ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
こ
ん
な
に
開
か
れ
た
目
を
持
つ
若
者

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
神
の
大
き
な
祝
福
で
あ
り
、
日
本

に
は
も
う
リ
バ
イ
バ
ル
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

  「
神
様
は
決
し
て
私
た
ち
の
小
さ
な
祈
り
を
忘
れ
て
お
ら
れ

な
い
」。
イ
ス
ラ
エ
ル
ツ
ア
ー
の
最
大
の
恵
み
は
、
再
び
来

ら
れ
る
イ
エ
ス
様
を
よ
り
い
っ
そ
う
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
主
は
約
束
さ
れ
た
通
り
、
必
ず
戻
っ
て
来
ら

れ
ま
す（
使
1:

11
）。
そ
こ
で
は
日
本
人
、
韓
国
人
で
は
な

く
、
た
だ
天
国
人
だ
け
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
一
緒
に

主
の
前
に
ハ
レ
ル
ヤ
感
謝
の
賛
美
を
歌
う
姿
を
想
像
し
て
み

ま
し
た
。
礼
拝
者
と
し
て
神
の
前
に
立
つ
時
、
日
本
と
韓
国

は
本
当
に
一
つ
の
家
族
と
な
る
こ
と
を
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地

で
一
緒
に
歌
っ
た
賛
美
の
礼
拝
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

主
の
再
臨
の
日
に
、
私
の
国
籍
で
は
な
く
天
国
人
と
し
て
主

を
お
迎
え
し
た
い
で
す
。

　マ
ラ
ナ
タ
！
主
イ
エ
ス
よ
、
来
て
く
だ
さ
い
。

金 

香
仙

ヒ
ャ
ン
ソ
ン

キ
ム

日
本
宣
教
に
導
か
れ
て

　私
が
大
学
生
の
時
、「
ラ
ブ
九
州
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
初
め
て
熊
本
を
訪
問
し
、
日
本
人
の
愛
と
仕
え
る
心
に
大

き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
神
が
こ
ん
な
に
優
し
く
て
良
い

人
を
す
ぐ
に
救
い
に
導
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
切
に
祈
り
、

日
本
宣
教
に
備
え
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
韓
国
オ
ン
ヌ
リ
教
会
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
ス

タ
ッ
フ
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
を
開
始
し
た
故

ハ
・
ヨ
ン
ジ
ョ
牧
師
は
、「
日
本
を
赦
し
て
い
な
い
私
の
罪

を
赦
し
て
く
だ
さ
い
」と
、
2
0
0
7
年
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ

仙
台
で
語
り
、
日
本
の
教
会
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
切
に
願
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
1
年
に
天
国
に
召
さ
れ
た
ハ
先
生

の
日
本
宣
教
は
、
私
に
と
っ
て
遺
言
の
よ
う
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
13
年
間
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
働
き
を
し
な
が
ら
、

自
分
が
愛
を
与
え
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
日
本
の
教

会
と
信
徒
の
皆
様
に
私
が
受
け
た
愛
の
負
債
が
よ
り
大
き
い

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、
日
本
の
現

場
に
行
っ
て
、
そ
の
愛
の
負
債
を
恩
返
し
し
た
い
の
で
す
。

荒
野
で
40
年
近
く
旅
を
し
て
い
た
こ
と
は
本
当
に
奇
跡
で
あ

り
、
神
の
恵
み
が
な
け
れ
ば
一
日
も
生
き
て
い
け
な
い
こ
と

を
、
車
窓
か
ら
見
え
る
果
て
し
な
く
広
が
る
荒
野
で
感
じ
ま

し
た
。
天
と
地
、
そ
の
間
の
私
。
私
の
人
生
を
主
は
そ
の
よ

う
に
導
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
て
、
心
の
奥
底
で
感
謝

が
泉
の
よ
う
に
、
わ
き
出
ま
し
た
。

　行
く
先
々
で
天
の
お
父
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
雨
の
日
、
嘆
き
の
壁
で
祈
る
時
間
が
あ
り
ま

し
た
。
私
の
最
初
の
祈
り
は
、「
日
本
の
リ
バ
イ
バ
ル
！
主

よ
！
日
本
の
地
を
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
切
実
な
祈

り
で
し
た
。
最
終
日
に
は
、
栄
子
先
生
が
イ
ス
ラ
エ
ル
在
住

中
ご
奉
仕
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
団
体
を
訪
問
し
て
、

そ
こ
で
仕
え
て
い
る
青
年
献
身
者
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。
彼

ら
の
献
身
と
働
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
栄
子
先

生
ご
夫
婦
が
始
め
た
小
さ
な
祈
り
が
、
こ
ん
な
に
多
く
の
青

年
た
ち
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
、
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
つ
な

ぐ
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

クムランにて
（左から和泉氏、松島様、金様、横溝夫妻）

ペトラ遺跡（ヨルダン）
（左から和泉氏、輪嶋氏、金様、松島様）

ヨルダンのジェラシュ
（左から松島様、栄子師、金様）

「
イ
ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
」は

神
様
か
ら
の
招
待
ツ
ア
ー

神
様
の
懐
に
抱
か
れ
な
が
ら
主
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
選
ん
だ
者
に
は
、

神
様
が「
わ
た
し
が
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
の
だ
よ
。わ
た
し
が
や
っ
た
の
だ
よ
」

と
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
面
が
幾
度
と
な
く
訪
れ
る
と
い
う
。

そ
の
時
に
は
分
か
ら
な
く
て
も
、

「
そ
う
い
え
ば…

…

」と
い
う
こ
と
は
皆
様
も
経
験
さ
れ
て
い
る
は
ず
。

私
に
と
っ
て
こ
の
ツ
ア
ー
参
加
は
間
違
い
な
く
そ
の
一つ
で
し
た
。

東
京
オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会 

執
事

「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

し
て
い
く
自
分
を
感
じ
、「
大
丈
夫
だ
。
助
か
る
」と
妙
な
安

心
感
に
包
ま
れ
帰
国
し
ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
1
年
間
、
一
人
で『
リ
ビ
ン
グ
ラ
イ
フ
』と
い

う
Q
T
サ
ポ
ー
ト
本
で
、
毎
日
み
こ
と
ば
を
読
み
、
意
味
を

知
ろ
う
と
し
、
エ
ッ
セ
イ
に
書
か
れ
て
い
る
証
し
を
未
来
の

私
の
姿
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
興
奮
し
な
が
ら
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
祈
っ
た

こ
の
期
間
は
、
私
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
た
め
の
主
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。「
静
ま
り
な
さ
い
。
静
ま
り
な
さ
い
」

と
い
う
私
へ
の
語
り
掛
け
で
す
。
そ
の
訓
練
を
経
て
、
東
京

オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会
で
の
礼
拝
参
列
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
礼
拝
堂
の
椅
子
に
座
っ
た
と
同
時
に
、
私
の
肩
に
人
の

手
を
感
じ
、「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。
も
う
何
も
し
な
く
て

い
い
ん
だ
よ
。
わ
た
し
が
や
る
か
ら
」と
語
り
掛
け
ら
れ
た

よ
う
で
、
全
身
が
暖
か
い
も
の
で
覆
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
数
年
間
、
賛
美
の
間
中
、
涙
が
あ
ふ
れ
、
礼
拝
後
に
長
い

間
一
人
で
祈
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
本
当

に
多
く
の
幻
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
り
、
今
も
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
握
り
締
め
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　初
め
て
東
京
オ
ン
ヌ
リ
の
礼
拝
に
参
列
し
た
時
、「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
信
じ
ま
す
か
」と
担
当
牧
師
か
ら
問
わ

れ
、
私
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。「
創
造
主
の
神
様
は
信
じ
て

い
ま
す
。
で
も
イ
エ
ス
様
の
復
活
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
イ
エ
ス
様
の
復
活
を
信
じ
る
と
決
め
ま
す
!
」。
そ

の
時
か
ら
11
年
た
ち
ま
す
が
、
聖
霊
様
の
働
き
に
よ
り
今
も

何
か
を
決
断
す
る
前
後
は
主
の
助
け
と
聖
霊
の
働
き
を
祈
り
、

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」の
制
作
を
通
し
て

与
え
ら
れ
た
祈
り

　私
が
テ
レ
ビ
関
係
や
タ
レ
ン
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
手

伝
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
突
然
日
本
語
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ

マ
バ
イ
ブ
ル
の
制
作
実
務
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
日
本

G
&
M
文
化
財
団
理
事
長
で
当
時
東
京
オ
ン
ヌ
リ
キ
リ
ス
ト

教
会
担
当
牧
師
の
ム
ン
・
ボ
ン
ジ
ュ
師
か
ら
電
話
を
頂
い
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
そ
ろ
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
ろ
か
ら「
聖
書
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
一
人
で
も
多
く
の
民
が
静
ま
り

み
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
。
す
べ

て
の
民
が
聖
書
を
聞
く
こ
と
で
、
こ
の
地
に
聖
霊
の
働
き
が

強
ま
り
、
神
の
国
が
こ
の
地
に
現
れ
る
。
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
役
者
が
一
人
で
も
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
救
い
主
と
し

て
受
け
入
れ
、
働
き
人
と
な
り
ま
す
よ
う
に
」。
と
い
う
強

い
祈
り
の
課
題
が
私
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
民
を
救
う
た
め
に

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
は
来
ら
れ
た

  「
神
様
は
ま
た
私
を
用
い
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
か
」。
そ
ん

な
問
い
掛
け
を
主
に
語
る
中
、
私
に
気
に
な
る
聖
書
箇
所
が

示
さ
れ
ま
し
た
。「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」で
す
。
現
東
京
オ
ン

ヌ
リ
キ
リ
ス
ト
教
会
の
担
当
牧
師
、
福
澤
牧
人
師
は
、
黙
示

録
の
学
び
を
大
切
に
し
宣
教
を
重
視
さ
れ
る
教
職
者
。
ま
た
、

湖
畔
で
波
の
音
や
鳥
の
声
を
聞
き
、
静
か
に
遠
く
を
眺
め
な

が
ら
そ
の
時
を
待
っ
て
い
る
自
分
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
時
」は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
招
待
く
だ
さ
っ
た
神
様
か
ら
の
大

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

　最
後
に
、
ツ
ア
ー
の
間
、「
聴
く
ド
ラ
マ
聖
書
」を
こ
れ
ほ

ど
皆
さ
ん
が
活
用
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
正
直
、
驚
き
ま

し
た
。
そ
の
証
し
に
励
ま
さ
れ
主
に
賛
美
し
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
皆
様
に
感
謝
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
す

べ
て
は
主
の
恵
み
。
す
べ
て
は
神
様
の
栄
光
を
現
す
た
め
に
。

す
べ
て
に
感
謝
し
ま
す
。
ハ
レ
ル
ヤ
、
ア
ー
メ
ン
。

  「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
、
そ
れ
に
加
え
て
与
え
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
明
日
の
こ
と
ま
で
心
配
し
な
く
て
よ
い
の
で
す
。

明
日
の
こ
と
は
明
日
が
心
配
し
ま
す
。
苦
労
は
そ
の
日
そ
の

日
に
十
分
あ
り
ま
す
。」(

マ
タ
イ
の
福
音
書
6
・
33
〜
34)

松
島 

ゆ
き
子

ま
つ
し
ま

主
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　広
島
県
の
山
間
部
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
幼
い
こ
ろ
か

ら「
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
も
の
を
支
配
し
て
い
る
」と

感
じ
な
が
ら
、
先
祖
に
感
謝
し
、
空
を
仰
い
で
は
喜
ん
だ
り

恐
れ
た
り
し
な
が
ら
生
き
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
中
高

生
の
こ
ろ
、
6 

km
離
れ
た
町
の
小
さ
な
教
会
の
ド
ア
を「
礼

拝
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
叩
い
た
こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
自
由
に
世
界
を
羽
ば
た
き
た
く
親
元
を

離
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
私
と
い
つ
も
共
に
い
て
く
だ
さ
る

方
が
誰
な
の
か
を
私
に
知
ら
せ
る
た
め
の
主
と
の
旅
立
ち

だ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
形
作
ら
れ
る
前
か

ら
私
の
そ
ば
に
は
い
つ
も
主
が
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　40
歳
を
超
え
た
こ
ろ
、
前
後
左
右
ど
ち
ら
に
も
動
け
な
い

時
期
に
、
韓
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
導
か
れ
て
ソ
ウ

ル
の
オ
ン
ヌ
リ
教
会
で
何
十
年
ぶ
り
か
で
礼
拝
に
参
列
。
礼

拝
堂
に
入
っ
た
途
端
、
心
が
小
躍
り
し
、
空
気
が
す
べ
て
キ

ラ
キ
ラ
輝
い
て
天
使
が
き
れ
い
な
声
で
歌
を
歌
っ
て
い
る
よ

う
な
感
覚
で
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
生
気
を
取
り
戻

親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
輪

嶋
東
太
郎
氏
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
D
V
D「
シ
ャ
ロ
ー

ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n
Ⅱ
」や
幻
冬
舎
大
学
セ
ミ
ナ
ー

「
聖
書
の
預
言
は
成
就
す
る
」で
は
、
黙
示
録
の
重
要
性
を
知

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
時
、
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー
の
誘
い
を
頂
き
、「
よ

し
、
ま
ず
自
分
の
た
め
に
参
加
し
て
み
よ
う
」と
考
え
始
め

ま
し
た
。
黙
示
録
を
理
解
す
る
こ
と
が
私
へ
の
使
命
を
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
る
、
と
い
う
直
観
で
す
。「
今
行
か
な
い
と
、
な

か
な
か
行
け
な
く
な
る
。
行
き
な
さ
い
」と
い
う
強
い
力
も

感
じ
、
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。「
聖
書
は
す
べ
て
の
民
の

も
の
で
あ
り
、
神
様
は
す
べ
て
の
民
を
お
救
い
に
な
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
こ
の
地
に
寄
こ
さ
れ
た

の
だ
か
ら
。
人
々
が
永
遠
の
死
に
向
か
う
歩
み
を
、
永
遠
の

命
に
変
え
る
手
助
け
が
し
た
い
」と
、
ツ
ア
ー
の
皆
様
と
の

出
会
い
で
、
主
へ
の
祈
り
が
具
現
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
、
私
は
ペ
テ
ロ
の
召
命
教
会
脇
の
ガ
リ
ラ
ヤ

人 が々永遠の死に向かう歩みを、
永遠の命に変える手助けがしたい



日
本
チ
ー
ム
と
共
に

オ
メ
ガ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
旅
行
へ

　第
30
回
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
熊
本
集
会
を
終
え
て
、
ラ
ブ
・

ソ
ナ
タ
沖
縄
で
出
会
っ
た
横
田
聖
子
先
生（
オ
メ
ガ
・
ジ
ャ
パ

ン
代
表
）に
、
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
働
き
を
辞
任
し
て
日
本
の
ツ

ラ
ノ
書
院
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
と
報
告
す
る
と
、「
長

い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
」と
労
っ
て
く
だ
さ
り
、
2
月
に
開
催

さ
れ
た
オ
メ
ガ
ツ
ア
ー「
イ
ス
ラ
エ
ル
&
ヨ
ル
ダ
ン
ツ
ア
ー
」

の
聖
地
巡
礼
に
一
緒
に
行
く
こ
と
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
は
ぜ
ひ
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
祈
り

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
は
神
の
贈
り
物
の
よ
う
に

聞
こ
え
ま
し
た
。「
私
も
祈
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
で
電
話
を

切
り
ま
し
た
。
す
る
と
何
と
翌
日
に
、
1
席
空
い
て
い
る
と

連
絡
が
あ
り
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
す
ぐ
に
申
込
書
を
送
り

ま
し
た
。
本
当
に
驚
く
べ
き
神
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　2
千
年
前
、
イ
エ
ス
様
が
歩
か
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
私

の
一
番
の
祈
り
で
あ
る
日
本
の
チ
ー
ム
と
一
緒
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
神
の
サ
イ
ン
の
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
出
発
が
韓
国
の
た
め
、
先
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
到
着
し

て
日
本
チ
ー
ム
を
迎
え
る
た
め
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
ベ

ン
・
グ
リ
オ
ン
空
港
に
向
か
い
ま
し
た
。
長
旅
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
疲
れ
た
様
子
も
な
く
、
あ
ま
り
に
も
明
る
く
笑
っ
て

い
る
日
本
か
ら
来
た
38
人
の
兄
弟
姉
妹
に
出
会
い
、
神
の
家

族
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

　栄
子
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
先
生
は
、
少
女
の
よ
う
に
明
る

く
陽
気
な
声
で
あ
ち
こ
ち
説
明
し
た
後
、
聖
書
を
読
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
聖
書
の
物
語
が
ま
る
で
目
の
前
に
広
が
る

よ
う
で
し
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
で
の
初
日
、
2
0
1
3
年
ラ

ブ
・
ソ
ナ
タ
京
都
が
開
か
れ
た
琵
琶
湖
を
思
い
浮
か
べ
ま
し

た
。
穏
や
か
な
湖
畔
、
美
し
い
夕
焼
け
、
空
を
飛
ぶ
鳥
、
イ

エ
ス
様
が
見
た
風
景
を
私
が
見
て
い
る
な
ん
て…

…

。
翌
朝

早
く
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
へ
行
く
と
、
漁
師
が
舟
に
乗
っ
て
魚
を

捕
っ
て
い
ま
し
た
が
、
捕
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
魚
が
捕
れ
る
か
捕
れ
な
い
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
任
さ
れ
た
仕
事
を
誠
実
に
し
て
い
た
漁
師
を
見
て
、

神
が
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
日
々
、
網

を
上
げ
る
の
に
苦
労
し
た
だ
ろ
う
が
、
一
日
一
日
任
さ
れ
た

仕
事
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し
の
声
に
従
っ
て
、

続
け
て
進
ん
で
い
き
な
さ
い
」

神
様
と
共
に
歩
む

　人
々
は
成
果
や
結
果
に
多
く
の
関
心
を
持
ち
ま
す
が
、
神

は
一
日
一
日
誠
実
に
神
様
と
共
に
歩
む
こ
と
を
さ
ら
に
喜
ば

れ
る
と
い
う
事
実
を
悟
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
カ
ペ
ナ

ウ
ム
、
ペ
テ
ロ
召
命
教
会
、
受
胎
告
知
教
会
、
山
上
の
垂
訓

教
会
、
死
海
、
マ
サ
ダ
、
エ
ル
サ
レ
ム…

…

多
く
の
キ
リ
ス

ト
教
遺
跡
を
直
接
見
て
、
今
も
私
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
る
神

の
御
声
を
聞
け
る
祝
福…

…

。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
日
本
よ
り
も

小
さ
な
国
な
の
に
、
バ
ス
に
乗
っ
て
2
〜
3
時
間
以
上
走
っ

て
も
荒
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
こ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
こ
ん
な
に
開
か
れ
た
目
を
持
つ
若
者

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
神
の
大
き
な
祝
福
で
あ
り
、
日
本

に
は
も
う
リ
バ
イ
バ
ル
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

  「
神
様
は
決
し
て
私
た
ち
の
小
さ
な
祈
り
を
忘
れ
て
お
ら
れ

な
い
」。
イ
ス
ラ
エ
ル
ツ
ア
ー
の
最
大
の
恵
み
は
、
再
び
来

ら
れ
る
イ
エ
ス
様
を
よ
り
い
っ
そ
う
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
主
は
約
束
さ
れ
た
通
り
、
必
ず
戻
っ
て
来
ら

れ
ま
す（
使
1:

11
）。
そ
こ
で
は
日
本
人
、
韓
国
人
で
は
な

く
、
た
だ
天
国
人
だ
け
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
一
緒
に

主
の
前
に
ハ
レ
ル
ヤ
感
謝
の
賛
美
を
歌
う
姿
を
想
像
し
て
み

ま
し
た
。
礼
拝
者
と
し
て
神
の
前
に
立
つ
時
、
日
本
と
韓
国

は
本
当
に
一
つ
の
家
族
と
な
る
こ
と
を
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地

で
一
緒
に
歌
っ
た
賛
美
の
礼
拝
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

主
の
再
臨
の
日
に
、
私
の
国
籍
で
は
な
く
天
国
人
と
し
て
主

を
お
迎
え
し
た
い
で
す
。

　マ
ラ
ナ
タ
！
主
イ
エ
ス
よ
、
来
て
く
だ
さ
い
。

日
本
宣
教
に
導
か
れ
て

　私
が
大
学
生
の
時
、「
ラ
ブ
九
州
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
初
め
て
熊
本
を
訪
問
し
、
日
本
人
の
愛
と
仕
え
る
心
に
大

き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
神
が
こ
ん
な
に
優
し
く
て
良
い

人
を
す
ぐ
に
救
い
に
導
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
切
に
祈
り
、

日
本
宣
教
に
備
え
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
韓
国
オ
ン
ヌ
リ
教
会
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
ス

タ
ッ
フ
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
を
開
始
し
た
故

ハ
・
ヨ
ン
ジ
ョ
牧
師
は
、「
日
本
を
赦
し
て
い
な
い
私
の
罪

を
赦
し
て
く
だ
さ
い
」と
、
2
0
0
7
年
の
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ

仙
台
で
語
り
、
日
本
の
教
会
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
切
に
願
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
1
年
に
天
国
に
召
さ
れ
た
ハ
先
生

の
日
本
宣
教
は
、
私
に
と
っ
て
遺
言
の
よ
う
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
13
年
間
ラ
ブ
・
ソ
ナ
タ
の
働
き
を
し
な
が
ら
、

自
分
が
愛
を
与
え
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
日
本
の
教

会
と
信
徒
の
皆
様
に
私
が
受
け
た
愛
の
負
債
が
よ
り
大
き
い

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、
日
本
の
現

場
に
行
っ
て
、
そ
の
愛
の
負
債
を
恩
返
し
し
た
い
の
で
す
。

荒
野
で
40
年
近
く
旅
を
し
て
い
た
こ
と
は
本
当
に
奇
跡
で
あ

り
、
神
の
恵
み
が
な
け
れ
ば
一
日
も
生
き
て
い
け
な
い
こ
と

を
、
車
窓
か
ら
見
え
る
果
て
し
な
く
広
が
る
荒
野
で
感
じ
ま

し
た
。
天
と
地
、
そ
の
間
の
私
。
私
の
人
生
を
主
は
そ
の
よ

う
に
導
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
て
、
心
の
奥
底
で
感
謝

が
泉
の
よ
う
に
、
わ
き
出
ま
し
た
。

　行
く
先
々
で
天
の
お
父
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
雨
の
日
、
嘆
き
の
壁
で
祈
る
時
間
が
あ
り
ま

し
た
。
私
の
最
初
の
祈
り
は
、「
日
本
の
リ
バ
イ
バ
ル
！
主

よ
！
日
本
の
地
を
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
切
実
な
祈

り
で
し
た
。
最
終
日
に
は
、
栄
子
先
生
が
イ
ス
ラ
エ
ル
在
住

中
ご
奉
仕
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
団
体
を
訪
問
し
て
、

そ
こ
で
仕
え
て
い
る
青
年
献
身
者
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。
彼

ら
の
献
身
と
働
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
栄
子
先

生
ご
夫
婦
が
始
め
た
小
さ
な
祈
り
が
、
こ
ん
な
に
多
く
の
青

年
た
ち
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
、
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
つ
な

ぐ
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

ペトラへの入口、シーク
（左から輪島氏、金様、横田師）

「わたしの声に従って、続けて進んでいきなさい」
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主が再び来られる約束のみことばへの
希望をもって

　オメガ・ジャパンの家族の皆々様へ
 
　アメリカ合衆国の中央にあります、カンザス州の首都トピカからごあいさつ申し上げます。
　今や新型コロナウイルスのパンデミックが最も活発に動いているアメリカから、日々、日本のリバイバルのために
祈る時、オメガファミリーの皆様が恋しくてなりません。
　イエス様が語られました。「民は民に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。またあちこちに、ききんが起り、
また地震があるであろう。しかし、すべてこれらは産みの苦しみの初めである」（マタ24：7～8口語訳）。イエス様が、
このみことばを語られてから、約2千年たちましたが、いよいよ20世紀から21世紀にかけて、世界情勢が激変して
います。

　現在、世界中で異常気象が発生し、地震が増えています。またパンデミックにより、世界中の社会的活動が麻痺
し始め、人々は恐怖に襲われています。サバクトビバッタも大発生し、国連食糧農業機関の発表では、東アフリカ
諸国で2500万人以上、イエメンでは1700万人もの人々が食糧危機に陥るおそれがあります。2年前まで2万5千人
ほどの人々が毎日餓死していましたが、今や一日に約20万人もの人々が餓死している状況です。このサバクトビ
バッタは、毎日150kmの距離を移動し、4千万～ 8千万匹の大群は、1日で約3万5千人分の食料を食い尽くします。
これらが世界の胃袋と呼ばれている中国に向かっています。パンデミックと食糧危機によって、世界恐慌をもたらす
恐怖が近付いています。

　これらすべてのことは、イエス様が語られた「産みの苦しみ」です。主が二度目に戻って来られる日が近付いている
のです。神の御国が生まれるのが近いからです。私たち主イエス・キリストを信じる者に、主がおっしゃっています。
「このようにあなたがたも、これらの事が起るのを見たなら、神の国が近いのだとさとりなさい」（ルカ21：31口語訳）
　世界中が恐怖に襲われている時、私たちは喜びに満たされ、伝道できます。なぜなら主が預言なさり、約束
なさっているからです。イエス様は、「最後まで耐え忍ぶ者は救われる」（マタ24：13口語訳）とおっしゃっています。

　オメガ・ジャパンの家族である皆々様に、天からの約束を喜びとして、ますます暗くなるトンネルの中を、皆で
手をつないで歩けば決して恐れることはありません。遠いアメリカから、聖霊によるとりなしの祈りをもって皆々様
と手をつないで、主が再び来られる約束のみことばへの希望をもって、共に歩んで行きましょう。

在主
栄子・スティーブンス

感動の連鎖が止まらない！！

アジア・プロジェクト

『ターニングポイント ～人生を変えた旅～』 

中国語版・韓国語版の小冊子『聖書の預言はどう実現しているのか』
1万冊無料配布プロジェクト完了報告

ご視聴方法

日本CGNTVドキュメンタリー番組

日本CGNTVサイト内
「人生を変えた旅」で検索

YouTube
「ターニングポイント」で検索

横溝文夫様
（ワードオブライフクリスチャンセンター横浜）

和泉大様
（21世紀キリスト教会）

よこみぞ ふみお いずみひろし

人生を変えた旅 ターニングポイント

　2014年発行の小冊子『聖書の預言はどう実現しているのか』は、日本でベストセラーとなり、2017年には中国語版と
韓国語版の翻訳出版もいたしました。イスラエルへの聖書的理解が深まり、イスラエルを祝福する祈りが日本からアジアに
広がることを願った無料配布プロジェクト。日本在住の中国と韓国の方々へ、クリスチャン団体や教会を通して中国語版5千冊と
韓国語版5千冊、合計1万冊の小冊子が手渡されました。
　新生宣教団様のご協力により、このたび2020年6月をもって無料配布プロジェクトが完了いたしましたこと、感謝を込め
てご報告させていただきます。これからさらに日本からアジア・イスラエル・世界への宣教のわざを進めてまいります。

　旧約聖書にはイエス様についての333もの預言があり、イエス様が歩まれた時代に109の預言が次 と々成就したことを
知る時、そこに聖書の未来預言の確かさを見ることができます。
　まさに神様のご計画を覚えます。「神の賜物と召命は、取り消されることがないからです」（ロマ11:29）。アブラハムとの
契約は変わることがない、アーメンです。
　今の時代を生きる我々一人ひとりが、そして教会が、繋がりをもってすべての国々の救いのために祈ること、その事の
大切さを伝えていくこと。「福音をすべての人へ！」この思いを新たにすることにより、リバイバルの種はまかれると思います。
　宣教の思いを強めていただいたことを感謝いたします。

新生宣教団 宣教部
とね けんさく聖書預言とリバイバル 刀祢 健作
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100号記念
Omega Japan News Letter


	Bride_100
	Bride_100_添付

